
ISO 13017:2020(Ed.2) 

Dentistry — Magnetic attachments 

 

＜概要＞  

ISO 13017:2020(Ed.2)は、歯科用磁性アタッチメントに関する規格です。今回の改正は日

本提案であり、ISO 13017:2012(Ed.1)と ISO 13017:2012/Amd.1:2015を統合して、先行し

て反映させた JISの内容を反映しています。規格の開発過程において、PMDA のアカデミ

ア派遣事業として支援が行われました。  
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＜主なポイント＞  

・ JIS T 6543:2017 は、ISO 13017:2012(Ed.1)及び ISO 13017:2012/Amd.1:2015 への

対応に加え、これら ISO 規格の修正すべき点について先行して対応を行っている（有

害元素に鉛を追加する等）。  

・ ISO 13017:2020(Ed.2)は、ISO 13017:2012/Amd.1 の反映と JISが先行して修正した

内容との整合を図るべく改正が行われた。  

・ ISO 13017:2020(Ed.2)の発行と併せて、歯科用精密磁性アタッチメント認証基準の告

示引用規格を JIS T 6543:2017に改正した。 

 

＜発行に至る経緯＞  

・ 2012年 ISO 13017:2012(Ed.1)発行（日本提案） 

・ 2015年 ISO 13017:2012/Amd.1:2015発行（日本提案） 

・ 2017年 ISO 13017:2012(Ed.1)及び ISO 13017:2012/Amd.1:2015を統合した NP投票

上記 ISO 規格に対応する JIS T 6543:2017を発行 

・ 2017年 ISO 13017(Ed.2)の開発を DISステージ（照会段階）より開始 

・ 2020年 3月 FDIS 投票 



・ 2020年 7月 ISO 13017:2020(Ed.2)発行 

 

＜PMDA としての関わり＞  

国際会議及び国内委員会への出席並びにアカデミア派遣事業 


